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１．流域及び河川の概要 
 

真亀
まがめ

川は、その源を
やちまた

八街市付近に発し、途中右支川
じゅうもんじ

十文字川を合流したのち、
たかくら

高倉

川へ分流し、さらに右支川
き た こ う や

北幸谷川を合流した後、
く じ ゅ う く り

九十九里町より太平洋に注いで

いる幹川の指定延長約15.4km、流域面積約82km
２
の二級河川である。 

気候は年間を通し、温暖な海洋性気候を示し、年平均気温は15℃前後、年平均降

水量は約1,600mmである。降雨は、梅雨期及び台風期に多く、水害発生の原因となっ

ている。 
地形は、上流の丘陵地と下流の低平地に２分され、丘陵地は

しもうさ

下総台地、低平地は

沖積平野を形成している。地質は丘陵地はローム層、低平地は砂がち堆積物が主で

後背地に砂層を有し、比較的透水性が高い。反面、地下水位も高い。また、地盤沈

下が顕著である。 
 
土地利用については、上流部が

とうがね

東金市・
やちまた

八街市・山武
さんむ

市の丘陵地帯、中流部は東金

市の低平な農地と市街地、下流部は、
おおあみしらさと

大網白里町及び九十九里町の農地と市街地が

混在している。特に上流部の東金駅周辺は、首都圏への通勤圏でもあり、平成６年

に指定された「長生・山武地方拠点都市地域」の中心地域として、都市機能の増進

など計画的なまちづくりが進められている。また、千葉東金道路および東金九十九

里有料道路の開通により、幹線道路およびＪＲ東金線沿線を中心に市街化が進行し

ている状況にある。 
真亀川流域には、九十九里沿岸や南房総などの地域の水需要を担う房総導水路の

用水を貯留する東金ダムや、干ばつを救うため人工的に作られ、現在は釣りのスポ

ットとして親しまれる
お じ ゃ が い け

雄蛇ヶ池、桜の名所である
は っ か く こ

八鶴湖等が存在する。これらは広

がりのある水辺空間を有し、身近なレクリエーションスポットとして地域の人々を

楽しませている。 
 
真亀川は、上流部の丘陵間の谷津が作り出す里山的な風景の中を比較的急勾配で

流れ、中・下流部は、広々とした九十九里平野を緩やかに流れていることから、沿

川の自然豊かな田園風景と相まって空間的な広がりをみせている。 
水辺の自然環境については、上流部には、トウヨシノボリ、モツゴ等の魚類をは

じめ、タイコウチ、カワニナ等の水生生物、ヨシ、ミゾソバ等の湿性な立地を好む

植物等が生息・生育している。上・中流部の河道はコンクリート護岸が多いものの

現況では植生に覆われており、河床には平瀬が形成されるなど、比較的良好な生息

環境にある。中流部にはトウヨシノボリ、ギンブナ等の魚類や、カイツブリ、コア

ジサシ等の鳥類が見られる。植生はガマ、ヨシ等の湿性な立地を好む種が主に生育

している。下流部には河口付近でボラ、ヒメハゼ等の汽水性の魚類が占めるが、河

口から離れるとギンブナ、ブラックバス等の淡水魚も見られるようになる。鳥類は

ダイサギ、イソシギ等の水鳥が多数見られ、植生ではヨシ群落が生育している。 
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水質に係る環境基準は、河川Ｃ類型（BOD75％値：５mg/l以下）に指定されている。

近年10年間（平成7～16年度）でみると、真亀橋地点でBOD75％値2.7mg/l～4.6mg/l、

幸田橋地点でBOD75％値2.2mg/l～5.3mg/lで推移し、平成9，13年度の幸田橋で超過

した以外は環境基準を満たしており、ここ数年の水質は横ばい傾向である。 
 
真亀川の治水事業としては、昭和36年度より河川改修に着手し、河口から北幸谷

川合流点までの延長約5,700m区間が完了した。現在では、北幸谷川合流点から中橋

までの河道拡幅や堰等の改築を行い、平成23年度には当該区間の改修も完了する。

しかし、近年、本川及び支川の上流部での市街化の進展による流出増に起因した浸

水被害が顕著になってきている。また、従来の氾濫原であった水田の汎用化や排水

路整備により遊水機能が低下し、河川の負担を大きくしている現状である。中でも

平成３年の台風８号や平成７年の台風12号による大雨は、家屋や農地に浸水被害を

及ぼした。さらに平成８年の台風17号により、既往最大規模の洪水が発生し、中流

部の東金市や下流部の九十九里町で、約190戸の家屋の床上床下浸水、周辺道路の冠

水等、甚大な被害が発生した。このような状況を踏まえ、今後は、真亀川の河川改

修としては、中橋より上流部についても検討する必要がある。 

 
一方、利水については、真亀川流域は九十九里平野のほぼ中央に位置し、古くは

そのほとんどが天水田であったため、用水不足の常習地帯であった。この用水不足

を解消するため国営のかんがい排水事業が行われ、真亀川流域の約3100haの耕地を

潤すこととなった。 
  
河川利用については、中流部の東金市近郊では、釣り場や散策路として人々に親

しまれている。また、下流部では、小学校に接して親水公園が整備されており、真

亀川の自然環境を体験・学習する場として利用されている。さらに、河口部には真

亀川に近接する宿泊施設があり、夏場には九十九里海岸周辺に集う人々で賑わいを

みせている。 
なお、河川愛護活動の一環として、地域住民参加による堤防の除草が行われてい

る。 
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２．河川の総合的な保全と利用に関する基本方針 
 
真亀川水系においては、河川改修の実施状況、水害の発生状況、河川の利用状況

並びに河川環境の保全を考慮し、水源から河口まで一貫した計画のもとに河川の総

合的な保全と利用を図るものとする。また、流域全体で健全な水循環の構築を図る。 
 
洪水・高潮の発生の防止又は軽減に関しては、流域内の市街化を考慮し、平成8年

9月22日の台風17号による出水を踏まえ、計画規模の降雨による洪水の安全な流下を

図るとともに高潮被害の防止又は軽減に努める。 
さらに計画規模を超過する洪水への対策として、県から浸水想定区域を通知した

市町に対して洪水ハザートマップ作成に向けての支援を行った。今後、流域の保水・

遊水機能の保全と回復に努めるとともに水防活動や警戒避難体制の整備等ソフト面

の充実を図る。 
また、流域内の大規模開発に対しては、流出抑制対策の促進に努める。 
 
河川水の利用及び流水の正常な機能の維持に関しては、かんがい期においては、

現在のところ比較的良好な流況が維持されており、利水については特に支障は見受

けられないが、今後とも適正な水利用の確保に努める。また、非かんがい期におい

ても、比較的良好な流況を呈していることから、平常時の水質・水量に著しい影響

を及ぼさないよう、関係機関をはじめ流域全体で、保水・遊水機能の保全と確保に

努める。 
 
また、河川環境の整備と保全に関しては、現在の自然環境や動植物の生息・生育

環境の保全に配慮し、河道における澪筋や自然河岸を確保するなど、水際の環境に

十分配慮するとともに、魚類の遡上・降下経路の確保及び流水の清潔の保持に努め

る。さらに，中流部の東金市中心市街地、下流部の親水公園や河口部周辺の九十九

里沿岸等では、人々の学習・教育、憩いの場として活用されており、地域住民のニ

ーズが高い河川であることから、気軽に川とふれあえる親水空間整備を推進する。 
 
河川の維持管理に関しては、地域特性を踏まえつつ，災害の発生の防止、河川の

適正な利用、河川環境の保全と整備の観点から関係自治体や地域住民と連携し、総

合的に必要な措置を講じるものとする。また，迅速な河川情報の収集と提供に努め

るとともに、河川管理施設の巡視・点検及び補修を行い、治水、利水及び環境に著

しい影響を及ぼさないよう適正な管理を行う。河口部については、堆積土砂の状況

を把握し、適切な河道の維持を行う。 
また、河川の美化活動等に取り組んでいる団体や流域住民等とのパートナーシップの

強化を図り、これらの活動への協力・支援に努めるものとする。 
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３．河川の整備の基本となるべき事項 
 

（１）基本高水並びにその河道及び洪水調節施設への配分に関する事項 
 
基本高水のピーク流量は、既往最大洪水である平成８年９月洪水（台風17号）を

踏まえ、基準地点中橋地点において130m
３
/sとし、河道への配分を130m

３
/sとする。 

 
                    基本高水のピーク流量等一覧表    単位：m

３
/s 

 河 川 名  基準地点名  基本高水のピーク流量 洪水調節施設による 
調 節 流 量 

河道への配分流量 

真 亀 川 中 橋 １３０ － １３０ 

 
 
（２）主要な地点における計画高水流量に関する事項 

 
計画高水流量は、中橋地点において130m

３
/sとする。 

 
 
 
 
             １３０ 
 
 
 
 
 

                          単 位 ： m
３
/s 

                          ■ ： 基準地点（中橋) 
 
 
 
 

中 

橋 

■ 
河 

口 
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（３）主要な地点における計画高水位及び計画横断形に係る川幅に関する事項 
 
本水系の主要な地点における計画高水位及び計画横断形に係る概ねの川幅は次表のと

おりとする。 
 
                        主要な地点における計画高水位一覧表 

 河 川 名  地 点 名       距   離 
         (km) 

 計画高水位 
   (T.P.m) 

 川  幅 
   (m) 

 摘 要 

 真 亀 川 中 橋   河口から  8.36  ＋ 5.25    39 基準地点 
                                             注）T.P.：東京湾中等潮位 
 
 

（４）主要な地点における流水の正常な機能を維持するため必要な流量に関する事項 
 
真亀川の現況流量としては、動植物の生息・生育環境、景観、利水等において特に

支障は生じていない。 
流水の正常な機能を維持するため河川整備に際しては、現在の平常時の流量に著し

い影響を及ぼさないよう努めるものとする。なお、今後、取水・還元量や河川流況等

の把握に努め、動植物の生息・生育の状況、景観、流水の清潔の保持等に十分配慮し、

調査・検討を行い、流水の正常な機能を維持するための必要な流量を設定するものと

する。 
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真亀川流域概要図 山武市 
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